
NITE-Gmiccs
GHS混合物分類判定ラベル/SDS作成支援システム invented by METI

今回の主な改修内容

① Step1とStep2の順番を変更

② 混合物(製品)の組成物質数の上限を30物質から50物質に変更

③ 混合物(製品)の組成物質の含有量の記入可能範囲を0.00001から10000までに変更

④ 登録化学物質においてユーザー登録データのみを検索できる機能を追加

⑤ 混合物(製品)の組成物質の順番を変更できる機能を追加

⑥ 分類根拠の文章中に、参照した組成物質の物質ID・化学物質(成分)名称を出力できる機能を追加

⑦ ラベル要素・SDS様式上に「危険有害性情報」及び「注意書き」を出力する際にPコード及びHコードを記

載できる機能を追加

⑧ JIS Z7253の優先順位に基づきラベル上の表示の省略等を実施する機能を選択できるように変更

⑨ 水性環境有害性 長期（慢性）の慢性区分４のロジックを追加

⑩ 考慮濃度（0.1%又は1%）を下回る成分は区分ごとに合算し分類判定に使用するロジックに変更

⑪ 区分が判定された場合にも毒性未知成分に関する注記を出力するように変更
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変更前

変更後

Step1で混合物（製品）に含まれ

る単一物質（成分）情報を登録、

Step2で混合物（製品）の基本情

報、組成情報を登録するよう、順

番を変更！
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◆ 混合物（製品）の組成物質が５０物質まで
登録可能に！

◆ インポート用CSVファイルも５０物質まで
登録可能に！

◆ 既存のCSVファイル（上限30物質の
CSVファイル）も引き続き使用可能！

Step2 webフォーム登録画面

Step2 CSVファイル（イメージ）
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Step2 CSVファイル（イメージ）

Step2 webフォーム登録画面

◆ 混合物（製品）の組成物質の
を“0.001～100”から“0.00001～

10000”に変更！

◆ インポート用CSVファイルも“0.00001～
10000”の範囲で含有量登録可能に！

◆ 既存のCSVファイルも引き続き使用可能！
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登録化学物質においてユーザー登録データのみを検索できる機能を追加

Step1 化学物質（成分）検索画面

登録済化学物質（成分）の検索画

面（Step１、Step2）において、検

索対象を「ユーザー登録データ」

に絞り込むことが可能に！

Step2 化学物質（成分）検索画面
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混合物(製品)の組成物質の順番を変更できる機能を追加

◆ 順番を変更したい物質にチェックをいれ、上下矢印アイコンをクリックすると並び順の変更が可能に！

◆ 他Step画面、ラベル要素、SDS等で表示される組成情報の並び順として反映される

Step2 組成情報一覧画面
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分類根拠の文章中に、参照した組成物質の物質ID・化学物質(成分)名称
を出力できる機能を追加

Step３ 混合物のGHS分類実行画面

Step３ 混合物のGHS分類根拠画面

◆ Step3の混合物（製品）のGHS分類実行画面において、「分類根拠

中の成分表示」の “物質ID” and/or “物質名称” にチェックをいれ

ることで分類根拠文中にそれらの情報を表示させることが可能に！

◆ SDS要素にも反映される
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ラベル要素・SDS様式上に「危険有害性情報」及び「注意書き」を出力す
る際にPコード及びHコードを記載できる機能を追加

Step4のラベル出力画面において、「ラベル要素上のHコード及びP

コード表示」の “表示する” にチェックをいれることでラベル要素・SDS

様式上にPコード、Hコードを表示、出力させることが可能に！

Step4 ラベル出力画面

SDS様式（出力済）
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JIS Z7253の優先順位に基づきラベル上の表示の省略等を実施する機
能を選択できるように変更

Step4 ラベル出力画面

◆ Step4のラベル出力画面において、「優先順位の表示設定」を選択するこ

とによって、 JIS Z7253の優先順位に基づくラベル上でのシンボル・H

コード表示を省略するか否かを選択することが可能に。

◆ SDS様式上では省略せず全て表示
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変更点⑨ 水性環境有害性 長期（慢性）の慢性区分４のロジックを追加

変更点⑩ 考慮濃度（0.1%又は1%）を下回る成分は区分ごとに合算し分類判定
に使用するロジックに変更

変更点⑪ 区分が判定された場合にも毒性未知成分に関する注記を出力する
ように変更

上記変更点の詳細については、
Gmiccs内の“分類ロジック”

参照



お問い合わせ先

NITE-Gmiccs

NITE-CHRIP
GHS混合物分類判定ラベル作成システム invented by METI

NITE化学物質総合情報提供システム
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